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は し が き

食習慣例 えば食物 の嗜好が,身 体の要求 に応ず るもの

であ ろうことは 常識的に も想像せ られる ところで ある

が,同 時 にそれは環 境的条件 によつて発達史的に決定せ

られることも想像 出来る。

身体的欲求に基 くものは,そ の食生活に於 ける合理性

を想像出来 るが,習 慣 としての食生活に至 っては合理性

とは必ず しも一致 しないか も知れ ない 。こうい う理 由か

ら女子青年の食習慣 を栄養 学的 に検討する と共 に,こ れ

以前の要 因,例 えば環境的条件,発 達 的条件 から考察す

るために,性 格類型 との関連 に於て考察 を試み ようと欲

した。例 えば淡 白な食物 を好む人の性格類型 とか,油 こ

い物を好 む人の性格 類型 があるか,ど うかな どの問題 を

考察 して見 ようと欲 っ したのである。この問題 を考察す

る ために は,食 物嗜好,又 は食習慣 に於け る類型 を見出

すことが研究上便利で あるし,且 つ必 要であるかも知れ

ないと考え られ るので,先 づ食習慣,特 に食物嗜好上の

類型の設定を試み,こ の上 で性格類型 との相 関にまで及

びたい と考 えるが,何 分 にもかな り難 か しい問題 を包含

しているので,先 ず食物嗜好類型があるかど うか,あ れ

ば如何な るものがあ るかを検討 して見 たいと考えた。

先づ短大女子学生100名,四 年制女子大学生100名 に

ついての資料の検討 を開始 しているが,こ こではその第

1報 として短 大学生100名 の食物囓好類型についての考

察 を報告す ることにす る。なお専 ら女子学生 をと りあげ

たのは,食 習慣 と月経 との間の関連があ りは しないか と

い うことを考察 しよ うとす るためであ り,こ れ の進展 と

ともに この問題 に対す る考察 をも 加えて いき たい と思

う。

△調 査 方 法

先づ次表の如き調査表を女子短大学生,四 年制女子大

*AStudyofLikesandDislikesPatternof

FoodinYoungFemaleswithReferenceto

TheirPersonalityPattern.
**MotoeTamura(Prof.ofllieteticScience)

学生各100名 に渡 し,(1)食 生活 と、健康に関す る概 略の

資料 として

○家族及び本 人の健康状態,味 の嗜好,食 物 の摂取量,

食生活に対 する関心度,常 備剤 。

○身体方面の資料 として,月 経について,運 動,睡 眠時

問。

○学校 医の概評 。

○現在 の食生活の実際についての資料 として食 品に対す

る嘴好及び摂取状況,献 立。

(2)性 格についての資料 として調査表 その(∬)記 載の諸

項 目。

(3)そ の他 と して,読 書傾向,趣 味,坐 右銘,尊 敬 する

人物,宗 教,自 己の選 んだ専攻に対す る感想等に対 し

調査 した。(2頁 以下調査表て1,II,皿)参 照)

△調 査 結 果

次 に調査結果を(1)食品別 髻好状況,(2)同 一 系統 内食品

群 に於 ける轡好の関係,(3)磐 好 に於 ける食 品群,(4)主 食

に対す る嗜好状況,㈲ 嗜好 より見た味覚 と食 品の関係,

〔6嗜好に於ける味覚 と主食の関係,(7)嗜 好 に於 ける主食

と副食の関係等 と七つの角度 よ り集計 を試み たので,順

次記 してゆ く。

H食 品別 囓好状況

(1)先 づ米飯,パ ン,う どん,そ ばなどの嗜好は第一

表に見 る如 く,そ れぞれ,相 伯仲 して いることが注 目さ

れ る。然 しこの反面,そ ば黒 パ ンを嫌 う者は20%以 上 も

あ り,こ れは 白米食 の習慣か ら味覚 と共に視覚 に対す る

心理的影響 も手伝つていることであろうが,こ れ らの使

用は うどん,白 パ ンよ りもB1欠 乏防止 の観点 からも望

ま しく,征 て青粉着色 な しのそば,又 はカラメル着色 な

しの黒パ ンな ど質的に信頼 出来 る物が多 く市場 に出廻る

ことを期待 する。

② 伝統的 に美食,あ るい は滋養物 とされている肉,

卵,牛 乳に対す る嗜好はそれぞれ62°0,61°0を 占めてい

るが,こ れ に反 し,モ ツ,チ ーズ,納 豆が何れ も前者 に

劣 らぬ栄養価 をもちながら,そ れぞれ,半 数以下の27,

26,22%を 占めてU・る。又後者 に対す る嫌いな率 も41%,
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学部_学 年

食生活を中心とした健康度に関する綜合調査(女 子学生について)

番_才(数 え年)身 長, cm体 重 kg寮 生 通学生

そ の1 (1)食 生 活 と 健 康 状 態

一 記入 について一

1.(○ 印)に はあてはまる ところへ○ をお入れ下 さい。

又(記 入)と して あるところへは記入 して下さい 。
2・記入欄不足 の時 は,下 の余 白へ記入 して下 さい゜

(記入)(記 入)(○ 印)(記 入)(○ 印)(○ 印)(○ 印)(○ 印)(記 入)(○ 印)(○ 印)(○ 印)及(記 入)

出 生 地
健 康 状 態 食 物 に 対 す る 嗜 好

A食物の量
B食 慾

食生活 に対す る
関心 について?

家 族1本 入

都,道

府r県

郡

町,村

家族
程 度 長 く病気 中な

1

ら病名1

幼 時 現 在 の 状 態 種 類
こ の み 大好物 の料理

名,又 は食 品
名 を好 きな物
から順に記入
して下 さい。

味の好み A

イ。 満 腹

ロ.八 分 目

B

イ.旺 盛

ロ.普 通

ハ.少 い

二.む らが

あ る

も

つ

て

v)

る

一
も
た

奮

イ.専 攻 している
ので

ロ.専 攻外である

が趣 味 として

ハ.実 際に献立や

調理 をする

二.主 として試食

ホ.そ の他

強1普1弱 豊 豊 陣 一 疲れて
も一晩寝
れ ば

翌朝 は
元気 に
なる。

丑 ,1G 筮
祖父 一

一
一
一

一
一
一

一
一
一
一

やすい

疲 れi風邪訓

きやす

い

イ.甘 味 品

(菓 子 な ど)

ロ.肉 食

ハ.菜 食

二.油 こい

もの

イ.塩 辛 味

ロ.酸 味

ハ.苦 味

二.甘 味

祖母
父
母 一

兄

弟

姉

妹

理由

B

そ の2

(記入)(記 入)(○ 印)(記 入)(記 入)(記 入)(○ 印)及(記 入)(○ 印)(記 入)及(○ 印⊇(記 入)

常 備 剤(名 称) mensesに つU・ て

散 歩,ハ イ キ ング,ス ポー ツ(ア
ニ ス,バ レー な ど)に つ い て 睡 眠 時 間 祖父母,そ の他の家族

で亡 くなつた病名が分
つた ら記入 して下 さい

蒜 雛 して1そ の動機 夜1昼 寝

剤
mensesは 幾

才(数 え年)の

何月頃か らあ

りま したか。

_才A

イ,来 潮 の

日よ り数
え て

30日 目に

あ る 。

ロ.30日 よ

り幾 目お

そ い か 。

日

ハ.30日 よ

り幾 日早
V・か 。

日

イ.保 健 の 目的

ロ.趣 味

ノ丶 そ の他

7時 間 以下 以上イ.す る_醐 祖 父i
}

ロ.し な い

ハ.そ の他

祖 母
合 ビ
ミン その他

の家族

の他

そ の3

学校 医の概評(記 入).

田

落
,!楼

灘

S
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学年 番 そ の4 食 品 嗜 好 及 び 摂 取 状 況

rn

i

(あてはまるところへ○ を記入 して下 さい。分量 おわか りで した らお書 き下 さい。)

一回分の摂取量に対する

大体の基準
嗜好及摂取状況

食 品 名
好

普

通
嫌

毎 目 一 目お き 三 目に一 回 一週 に一 回
時 々

備 考
少剴 普 通・X多 量 矧 綱 多量蝿髄薩 蝿陣髄 矧 綱 多量矧 普通腿

普通茶碗2杯 米 飯 一

一

冖

一

一

冖

冖

一

一

一

一

一

一

冖
一

一

一

㎝

一

一

一
一

冖

冖
一
一
一
一

冖

一
冖
一

一

一

一

冖
一

～

冖

一
一

一

一
一

一

一

一

一
一

一

7
-

一
冖

一

冖

一

一

一

一

一

一

一

冖

一

一

一

一
一

一

一

一

一

一

冖

一
冖

一
一

一
一

一

一
　

一

一

一

一
冖

一

一

一

一

一
◎米飯には強化米 を

お使いですか,あ
ては まる ところを
○で囲 ん で 下 さ
いo

ビタライス,

ポ リライス,

又 は米麦飯

(1脹取量 に対す る大
体の基準量 は普通
※ とい うところを

基準 に しそれ よ り
以 下を少量に し,
以上 を多量 とお考
え下さい。

②黒パ ンとは全粒粉あ
るいはライ麦製

品,茶色ぽい もの,°カラメルで着色 し

た褐色 のもの とは
ちがい ます。

〔3)野菜,果 実な ど季
節 の物については
出廻時期の摂取状
況 を記入 して下 さ
い。その他年 間あ
る食 品については
大体平均 と思われ
るところ を記入 し
て下 さい。

そばやの丼1杯 う ど ん

一 一 一

一

一

一
一

そ ば
一 一

一

一

一

一

一

一

一

冖

一
～

一
冖

冖
一
　
一

一

一
一
一
一

冖

一 ～

1/4～113斤
白 パ ン

冖

冖

一

冖

一

一

一

一

一

一 一

〃 黒 パ ン 一
一 一

一

一

一

一

一

一
一

一
一
一
冖
一
一
一一

一

一
一
一
一

一
一
一

一

一

一

一 卩

一

一

～
一

一
一
宀
一
　
冖
一

一

冖
一

㎝

一

普通 のカツ レツ
1枚 分 牛,豚,鳥 肉 類

一

一

一 一 一 一 一

・串位(竊 。
9) 牛 や 豚 の レバー

一 一

一

一

一

冖
一

一
→
一
冖
冖
一

冖

一

一

冖

一

冖

一

一
一

一
冖
㎜
一
一
一
一

一

一
一
一
一

冖
一
一

〃 鳥 も つ

冖 一 冖

丶

正身にして
刺身1人 前位

魚 類
一 一

大 匙 山1 小 魚 類
κ

一

一

一

一

冖

一
一

一

一

一

冖

一
一

冖
一
一
一
一
一
一

一

一

一
一

～
一
一

1A 口 牛 乳
一 一 一 一

一
一

一
一
一
一

一

一

一
一
一
一

一
一
一

一

溶 し て1合 分 粉 乳
一 一 一 一

辱一

普 通 のマ ッチ箱
112厚 さ チ ー ズ

一 冖 一 ～ 一

一
一
冖
一
一
一
一

一

一
冖
一

一

大 匙2 バ タ ー その他 の油
　

一
一 一

1ケ 卵 一
一
一

一
一 一

一
～
一
一

50～100 豆 腐,油 揚 類 一
一

一

一

冖

大 匙1 み そ,糸 引 納 豆
冖 一

一
一 一

一一

1ケ 洋 菓 子(ケ ーキ類)
㎜ 一 一

～1ケ
:一

和 菓 子(蒸菓子類) 一

一

一
冖
一
一

一
一

一
へ

ビス ケ ッ トな ら

5～6枚 そ の 他 の 菓 子
1

-

一
冖
一
～

一
冖
一

一 一

一

一

一

1皿 鑾野際 墓卿
一

一

一

一

中1ケ 位 芋 類
一 一
一 冖 ～

一
ユ 皿 そ の 他 の 野 菜 一 冖

一
一

一
一

りんごな ら中1ケ 果 実 類 一 一 冖

一
一
一

3～59(3本 位)

乾 物 海 藻 類
一 一

冖
一

一
冖

1A 口 カ ル ピ ス
一 一 ～ 一

1瓶 ヨ ー グ ル ト 一 一 一 一
一
一

一 一
一一

1瓶 果 汁 入 ヨー グル ト
一

噺

k卜

囲

鬮
暑
暈

N

つ

cn

ε



も

そ の5

田村;女 子青年の食晶嗜好類 型の研究'

献 立 に つ い て(実 際に摂取 した物 を御記入下 さい。おやつあれ ば一 日量の欄へ追加 して下さい。)

第 1 目

1献立及材料卜 曝

朝

食

昼

食

夕

食

第 2 日

麻 立及 材 料1一 瞳

朝

食

昼

食

夕

食

第 3 日

i献立及材料レ 瞳

朝

食

昼

食

夕

食

.一 目量 とは一 日分 の摂取食 品の合計を分類 した ものでいわゆる食糧構成です。

例えば米飯4碗,魚1切,み そ大匙1杯,牛 乳1合,野 菜果物類合 せて,500gとv・ うように使用食 品をまとめ

て下 さい。

(II)性 格 に つ い て

1.物 事に対 し根気 がある。

2.物 事に対 しい らい らす る。

3。気が短 くてお こりつ ぽい。

4.非 常に快活 な時 と沈 んで来 る時が ある。

5.感 じ易 く,涙 もろい 。

6.楽 天家で,ほ とん ど悲観す ることはない。

7.噌 寸 した物事 が気 にかか る。

8.注 意深い,い わゆる石橋 をたたいて渡 る方である。

際 聽 纂 蕊の鷭 を)一

9.物 事に対 し積極 的である。

10.物 事に対 し引込思案である。

11.一 旦 こうと思つた事 は,最 後迄や りぬ く方である。

12.い つ も気 が引 き立たな いでいる。

13.何 事に もそれ ほど感 じを受 けることがない。 厂

14.い つ も平静で,余 り感情 の動揺がない。

15.気 持が動 いて決 めに くい 。一 つのことか らす ぐ次へ

うつる。

一17一



丶

立正学園女子短大研 究紀要 第2集(1959)

(皿)其

A読 書について どうい う傾向のものがお好 きですか。

1.小 説

2.哲 学書,教 養書

3.自 然科学書

の 他 (き譛 艦 蔀及び鷭 を)

B趣 味 についてお答え下 さい。

1.観 劇,映 画 など

2.音 楽,器 楽,声 楽 についてなさるな ら何れです

か

3.茶 道,書 道,華 道

4.絵 画,工 芸美術 品の鑑賞

5.編 物

6.日 本舞踊,ダ ンス

7.そ の他 ジ

C1.坐 右名 というような もの,即 ち 日常生 活に於 て,

生活のモ ットーに している言葉 があつた らお書 き

下 さい。

2.イ.尊 敬 する人物 をお もちですか,あ れ ば誰々で

すか。三人 ほ どあげr下 さい。

1.2.3.

ロ.又 尊敬す る人物 があつてもな くて も,自 分の

理想 としている人間像についてお書 き下さい。

3.宗 教 のこ とについて次の点にお答え下 さい。

イ.信 仰 している宗教か ある。

ロ.信 仰 とまではゆかないが,関 心 をもつている

程度 の宗教が ある。

ハ.ど の宗教 も信 じていないが,何 か宗教を もち

たい と思つてい る。

二.今 の ところ宗教の必要は認 めていない。

4.自 分の選 んだ専攻に対 する感想をお答 え下 さい。

イ.満 足 している。

ロ.満 足 していない。

36%,18%と 相当数 を占めてU・る点 は注 目される。最近

我が国の食生活様式 も従来 とは大分 変化 しつつあ り,一

方栄養学的知識 も高 ま りつつあ り,又 これ ら食 品の改善

された新興食 品も出廻つているので需要 も増大 される も

のと想像 される。

(3)魚 類に対す る好み は39°0,30goで あ り,豆 腐の52

00を邁かに下廻つていることは意外である。味噌 も33%

で牛乳 の約半数 である。

(4)果 物,菓 子は圧倒的 に好まれてお り,さ す がに嫌

、なものはなU・Q

(5)好 き嫌V・の平均食 品数 は好 きの平均数10品 で,14

-17品 が1400,18-20品 が2%で ある。嫌 な食品数 の平

均 は約3品 で5-8品 が170,0,9-11品 が2%で ある。嫌

品数の多い者 はその種類が問題 である。

口 同一 系統 内食品群 に於け る膚好関係

第二表(A)に 示す通 り,種 類別嗜好に於て牛乳,バ タ

ー共 に好む とい う者 が,目 立 ち28%を 占めているが,こ

れはパ ン食の普及 に伴 つての現象であろ うと思 う。(B)

又同一系統食品間に於 ける轡好に於 て 目立つのは肉が好

きでモツは嫌 とい うものが,2100も あることで ある。

国 嗜好 に於 ける食品群

第一表 食 品別噴好状況(OG)

1)各 食品群内嗜好比較表

濯
¥ー

つ

白

そ

黒

も

小
牛

ま
ノ丶

力

『

气
ノ丶

ノ゜

肉

魚

タ
ヨ ー グ ル

ノレ ピ

卵

豆
味
納

緑 野
芋

果
菓

飯
ん
ン

ば
ン

つ

魚
乳

ズ

ト
ス

その他の野菜

腐璽

豆

菜
類

物
子

好 き

42

39

36

34

16

62
27

39

30

62

26

39

46
57

61

52

33

22

49

25

44

88

78

嫌 い

1

17

4

23

20

5
41

11

16

9

36

5

17
4

6

6

7

18

4

11

1

0

0
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2) .好き嫌い の順序

品 名

果 物

菓 子牛
乳肉

卵

カ ル ピ ス
豆'腐
緑 野 菜
ヨ ー グ ル ト

そ の 他 の 野 菜

米
白 パ

魚づ
タ

つ ど

飯
ン

ん

そ ば
み そ
小 魚

も っ
チ ー ズ

芋
納 豆
黒 パ ン

好 き

88

78
62

62

61

57

52
49

46

44

40

39

39

39
38

35

33

30

27
26

25

22

16

品 名

も っ
チ ズ
そ ば
黒 パ ≧
納 豆

う ど ん
ヨ ー グ ル ト

小

牛
墜
豆

バ

カ ル

白緑

魚
芋

卵肉

タ

魚

乳
そ
腐

ピ ス

ノ゚ ン

野 菜
その他の野菜

米 飯

嫌 い

41

36

23

20

18

17

17

16

11

11

9

7

6
6

5

5

4

4

4

1

1

2)乳 製 品

先 タ 塾x)3

失 タ 塾X)2

柔 夛 ごOX>i

蛎 ざ6)7

3)豆 製 品

味納

味
納

豆
納

麭
豆

4)主

1,

0ノ 丶

米
そ

つ
つ

第二表 同一系統内食 品群 に於け る嗜好 関係(00)
(A)

豎OX>生

豐X)・

黌Ox)9

麗 ゜X)・

食

磐OX)2

弩OX)8

ど むOx)・

第三表 嗜好に於ける食品群(%)

A食 品の種類別嗜好について 全部{

品 名

,,,.パ 蔭)

肉
も

魚
小

乳 製

っ)

魚)

靉〕
野菜慧)

品

好

8

22

21

8

12

隊
9

4

7

0

0

品 名

豆 製
全離1

失 タ働

更 夛 ご)

味
納

.,,

a

ノ 丶

豊〉

篳1

好

15

28

zs

17

14

嫌

1

1

3

3

0

肉1

魚1

凝
1
∫魚1

B同 一系統 内食 品群 の好 き嫌 い00

(○印好き,× 印嫌 い)

1)肉

肉も

肉
も

類

っOX)2・

ろX)・

11

凱

肉

肉
肉
肉
肉肉

肉

、肉

肉
肉
肉
肉
肉
肉肉

肉

魚

魚
魚
魚魚

魚
魚
魚

魚
魚
魚
魚
魚
魚

1牛乳

牛乳

牛乳

牛乳

牛乳

牛乳
牛乳
牛乳

牛乳
牛乳

牛乳
牛乳

牛乳
牛乳

卵

卵卵

卵

卵
卵

卵

卵

卵

卵
卵

卵卵

卵

その他∫
7*1

豆製品

R

夏
豆

豆

呈
晶

g.

豆

呈
豆

P

呈
豆

豆 腐
粉 乳牛

乳好
物なし野菜

のみ

13

4

4

3

1×161

2

1

1.

8

6

5
a

4i33
4

1

1,

1
1

礼
罫
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(B)

求
肉 魚

肉

魚

卵,豆

牛 乳,卵豆

牛乳,豆

牛乳 卵

その他*

3

6

0

5

3

2

2

7

牛乳

1

4

3

卵

2

1

3

豆

1

1

1

牛乳
豆

1

8

1

牛乳
卵

4

4

2

塑
.翌.

4

5

牛乳塑

豆
合計

4

9

16

33

19

5

3

2

2

7

(A)

第四表 主食の嗜好型(%)

米 飯
米 飯
米 飯
米 飯
米 飯
米 飯
米 飯米 飯

米 飯
米 飯
米 飯〆 米 飯

うどん
うどん

そ ば

髪

うどん
そ ば

白パ ン
白パ ンうど

ん

白パ ン白パ
ン

白パ ン
黒パ ン
黒パ ン
うどん

そ ば

そ ば
黒パ ン
黒パ ンう

どん
うどん
うどん

うどん
そ ば
うどん
うどん
そ ば

そ ば
黒 パ ン

そ ば
そ ば
そ ば

そ ば
黒パ ン

白パ ン

黒 パ ン

12

7
3

3

3

3

4

2

1
2

1

1

42… …米 飯

71

4

4115° °°°畑

4

3

4

5.24… … パ ンv

4

2

2

蛋白源 と して何 を好 むか を調 べたところ,第 三表(A)

に示す如 く,肉 魚 をはじめ,乳 製 品,卵,豆 製 品など全

部 を好むx'13°0,肉 魚 の囓好者16°o,肉 嗜好者33%,魚

嗜好者19°0,肉 魚ぬきの者,即 ち乳製品,卵,豆 製 品の

嗜好者1900で 肉食を好 む者が最 も多い。尚これ等主嗜好

品の他,併 用食品の詳細 は第三表(B)に 示す通 りで あ

る。

四 主食 に対す る嗜好状況

第四表(A)に 示す通 り,米 飯 嗜好型4200,麺 類 嗜好型

15°o,パ ン嗜好型24%で あるが,大 部分 は主食,代 用食

の区別な く好む。又米飯嗜好者は うどんを,パ ン食嗜好

者 はそば黒パ ンを好 む傾 向が ある。

併用食 品の詳細は第4表(B)に 示す通 りである。

㈲ 噛好 より見た味覚 と食品 との関係

(1)味 覚の嗜好は第五表(A)に 示す通 り,塩 味嗜好者

は2400で 最 も多 く,甘 味20%で これに次 ぐ,又 重つた味

で は酸甘味16°oで次に塩甘X14°0,塩 酸甘は9%で ある。

(2)味 覚 と副食 との関係 を見 るに第五表(B)表 に示す

如 く,塩 味,甘 味,及 び重つた味の嗜好者 には肉食 嗜好

者多 く,肉 食嗜好者は魚肉嗜好者 よ り概 して濃厚味を好

む傾向があ るよ うである。

因 轡好に於 ける味覚 と主食 との関係

塩味 は米食 轡好者が11%で,パ ン,う どん,そ ば噛好

者 は各1%で ある。その他 の味覚の唾好 は米飯嗜好者及

びパ ン嗜好者,麺 類噛好者 共にやや伯仲 している。

㈹ 嗜好 に於ける主食 と副食 との関係

(1)米 飯嗜好者 の副食に対 する嗜好は第7表(A)に 示

す如 く,肉 類,魚 類,乳 製 品,卵,豆 製品等全般 に亘つ

ている。

〔2)麺 類嗜好者 の嗜好 は第7表(B)に 示す通 り,肉4

00,魚5%で ある。

〔3)パ ン食嗜好者 の嗜好は肉10%,魚5°oで 肉食が多

い。又パ ン食 噛好者は乳製品に対 する嗜好が圧倒 的に多

く,こ れ を併用 している。尚噛好に於 ける主食 と副食 と

の関係 の詳細 は(D)表 に示す通 りである。

(B)

驫 鰯
米

パ

飯

ン

う ど ん

そ ば

12

4

7

4

うどん

7

2

そ ば

3

3

4

白パ ン

3

黒パ ン

2

4

うどん
そ ば

3

4

ノ゜/ン

う どん

3

パ ン ・

そ ぼ

1

ノ゜ ン

(白 黒)

う どん

2

パ ン

(白黒)
そ ば

1

黒パ ン
そ ば

5

白パ ンうどん

そ ば

4

黒パ ンうどん

1

2
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A)味 の 嗜 好

第五表 嗜好 より見た味覚 と食 品の関係(°o)

B)味 覚 と食品の関係

味 覚i好1嫌

塩
酸
苦
甘

塩
酸塩

塩
塩 酸
全

酸甘

苦甘

甘
部

24
3

0

20

10

16

2

14

9
2

0
0

9

0

0

2

16

0

0
0

食 味 覚
品

塩 味

甘 味

酸 甘

塩 甘

塩 酸

塩 酸 甘

肉 魚

8

5

2

2

5

3

肉

8

9

4

7

4

4

魚

4

5

5

2

1

0

その他

4

1

5一

3

0

2

第六表 嗜好に於 ける味覚 と主食 の関係(00)

(A)

※
塩
塩
塩
塩
塩
塩
塩

塩
塩
塩

{鑿

　1

塩
塩
塩
塩

塩
塩塩

塩

∫1

麒

甘
甘
甘
甘
甘
甘

甘
甘
甘
甘
甘
甘
甘

酸
酸
酸
酸

酸
酸酸

酸

甘
甘甘

甘

甘
甘

米 飯 パ ン

粢 飆

粢 翻 パ ン
米 飯 パ ン
米 飯1一
米 飯 パ ン

米 飯
米 飯

米 飯
米 飯
米 飯
米 飯
米 飯
米 飯

米 飯
米 飯
米 飯
米 飯

米一 飯
米 飯
米 飯
米 飯

ノ ゜ ン

二1ζ

ノ丶 ン

ノ ゜ ン

・°
0ン

ll

パ ン

二1ζ

二1ζ

パ ン

う ど ん

う ど ん

う ど ん

う ど ん
iう ど ん

う ど ん

う ど ん
う ど ん
う ど ん

う ど ん
う ど ん
う ど ん

う ど ん

う ど ん

う ど ん

う ど ん

う ど ん
う ど ん

1う τ ん

う ど ん

う ど ん

う ど ん
う ど ん

そ ば

そ ば

そ ば
そ ば

そ ば

そ ば

・1そ ば

そ ば
そ ば

そ ば
そ ば

そ ば
1そ ば

そ ば

そ ば
そ ば

そ ば

そ ぼ

黒 パ ン

黒 パ ン

黒 パ ン
黒 パ ン

黒 パ ン

弧 鑼封

}}3耀 類聾
1
114
2

1}8… ノ
2

1

1

1

1

1
1

1}6…

{}4パ ー

!}4米 飯型

})

、

一21一
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(A)っ づ き

!

※
{嬢

∫1

騰

!
1

、

甘
甘
甘

甘
甘
甘

甘
甘
甘甘

甘
甘
甘

塩 酸 甘
塩 酸 甘塩

酸 甘

塩 酸 甘
塩 酸 甘
塩 酸 甘
塩 酸 甘
塩 酸 甘

膿
苦
苦

米 飯

米 飯
米 飯米 飯

米 飯
米 飯
米 飯

米 飯

パ ン

・ °/

0

ニミ

ン

ン

ン

ノ゜ ン

゜

/¥

鳶鳶

鳶
ノ丶

ン

ン

ン

ン

ン

・°
0ン

ノ丶 ン

・8

ニミ

ン

ン

ン

う ど ん

う ど ん

ラ ど ん
つ ど ん
Y7ど ん

ク ど ん

う ど ん

う ど ん

う ど ん

う ど ん

う ど ん

う ど ん

う ど ん

そ ば

そ ば
そ ば

そ ば

そ ば

そ ば
そ ば
そ ば

そ ば
そ ば

そ ば

・そ ば

そ ば

黒 パ ン

黒 パ ン
黒 パ ン

黒 パ ン

黒 パ ン

黒 パ ン

ll6パ ン鑼

1}5鑼

i1,パ_

}∫

}}3鰤 型
1

1

1

1

1

1}2そ の他

第七表 嗜好に於ける主食 と副食の関係 その1(00)
(A)

難{難;契1擁鰍

糞麟駕 脈
剰鑼;弦

1麟;雛:∴

叢麟 膨 徴 そば
熹難 うどん

米 そ飯
の

と他

米飯
米飯,う どん
米飯,う どん,そ ば

肉
肉
肉
肉

肉
肉
肉
肉
肉
肉
肉
肉肉

肉
肉
肉
肉
肉
肉肉

肉
肉

魚
魚
魚
魚

魚
魚
魚
魚
魚
魚
魚
魚魚

魚
魚
魚
魚魚

魚

乳
乳
乳
乳

乳
乳

乳

乳乳

乳

乳
乳

乳
乳
乳
乳

乳

乳
乳
乳

卵卵

卵卵

卵
卵
卵
卵卵

卵
卵卵

卵卵

卵

卵卵

卵
卵
卵

卵卵

卵

豆 製 品

R

呈
g.

豆
豆

豆
呈
塁
旦
旦
豆

夏

呈
7.

豆

豆
豆

劉
2」8

1

1

1

1

19

}∫
1

1

1

1

19

1

1
1

1

}1

}∫
1

1

1

6

7
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(A)っ づ き

米 飯,そ ば

i
米飯,パ ン米飯

米飯,パ ン,そ ば,黒 パ ン

乳

乳(粉)
乳

卵
豆
豆

1

1

1

1

(B)

鑛{う どん
ん

是肉膨 滯

塞魚麟 懇
ん1 うどん

うどん

あ他{1甑 そば

嚢難{耄窪

肉

肉
肉
肉
肉

肉
肉

魚

魚
魚
魚
魚
魚

魚
魚
魚

牛乳

牛乳

乳
乳

乳

乳
乳

乳

乳

卵

卵
卵
卵

卵卵

卵
卵
卵

豆

豆
塁
豆

豆
豆

豆

戛
豆

夏
晃

1 1

114
11

れ5
1

l」2

1

1}

(C)

劇1{繕 を瀦 黔

蜘 影 そば 黒パン
i{1

;
畠1{}

ノ゜

ン

と

魚

うどん

うどん

うどん,そ ば

そば,黒 パ ン
そば,黒 パ ン
そば

パ ン,そ ば

i

パ ン,う どん,そ ば,黒 パ ン

パ ン,う どん,そ ば

パ ン,そ ば

勇他{敷 銚 黒ル

肉
肉肉

肉
肉

肉
肉
肉肉

肉
肉
肉
肉
肉
肉

魚
魚
魚

魚魚

魚
魚
魚
魚

乳
乳
乳

乳

乳
乳
乳
乳乳

乳
乳
乳
乳
乳

乳乳

乳

乳

卵卵

卵

卵
卵

卵
卵
卵

卵

卵
卵

卵

卵

夏
呈
豆

豆
豆

呈
呈
呈豆

豆
呈
豆

豆
豆

1}5
1}2
T
1`

1

1
1

110

}1
2

1

1

1

1}2

(D)

副 食

主 '食

肉,魚,牛 乳,卵,豆 製 品肉 魚

肉
魚

そ の 他

米 飯

8

9

9

6

7

う ど ん

1

4

5

2

そ ば

1

2

1

パ ン

5
2

10

5

2

備 考

その他 とは肉魚以外の とり

合 わせ を好む例 である。

数字 は%を 示 す。
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△ま と め

以上述 べた ところを要約すると次の通 りである。

(1)そ ば,パ ンを好 む ものは全体 の3割 強で,米 飯,

うどんを好む者は4割 程 あつた。尚米飯 については嫌 と

い う者が1名 あつた。従て現在 の女子青年の40,,°0は米

飯,う どん を好んで食 していることが分 る。

米飯t.1°oに 対 し,う どん17%,そ ば23%の 者が嫌で

あることは注 目され る。

牛乳を好 む者 は6割 強でこれは,肉 卵と同数であ り,

豆腐 を好 む者 も5割 以上 である。又魚類 の嗜好度は3900

で肉や卵に比 し案外の開きがある。

最 も好 まれている物 は果物,菓 子で全体の8～9割 が

好 んでい る。緑 野菜や その他の野菜類 も5割 近 くの者が

好 んでい る。最 も嫌 われている物 はモツで,4割,チ ー

ズ も4割 近い者 が嫌つている。納豆 は2割 近 くの者が嫌

であ り好んでいる者 も2割 強である。

(2)米 飯,パ ン,う どん,そ ばに対 する嗜好00の 度の

接近 は,パ ン,う どんな どに対 していわゆる従来の主食

とか代用食 とい うような観念が次第に薄 らいで来ている

ことを裏 がきしてお り,新 しい世代 が従来 と異つた食形

式 を もつ に至つたこ とを示す もので,豊 作 とか らみ 白米

食扁重が懸念 されている折柄面 白い現象であ る。

{3)米 飯噛好者 に塩味嗜好者 の多い事実は,興味 あ り,

或示唆 を与える ものであ るが,塩 味嗜好については塩 味

摂取の「IL一ト」及び他味覚への嗜好度 な どに亘 り詳細調

査す る必 要があるので更に検討 を加 えて見 たいと思 う。

(4)代 表的蛋 白源 である肉,卵,牛 乳 は同程度 の%に

於 て好 まれているが,これ等に劣 らぬ栄養価 をもち乍 ら,

対蹠的位置に,モ ツ,チ ーズ,納 豆がおかれていること

も興味あ り,何 等 かの示 唆を与 えるものである。又轡好

品的性 格ある,ヨ ーグル ト,カ ル ピスの嗜好%が 案外高

いが これ は次 に述べる酸甘味噛好%と 併せ考 えて面白い

、現象である。

㈲ 酸甘味囓好については次に述 べるように重 った味

の嗜好度 に於て,1600で あ り,重 複味 の うちでは最 も大

きい嗜好度 を示 している。

〔6)果 物に対 する嗜好度 は圧倒的に多いが,こ れは戦

前 には見 られなかつた現象 のよ うに思 う,尚 これにっい

て調査 したわけではないが,印 象的観察 に於 て最近は特

に多い ように思 う。この理 由として考 えられ ることは新

しい食生活 の形式の相違 に伴った現象 ではないか とい う

ことである。

果物 は快的な栄養源 であ り,時 に調味料 として も有意

義 の活用が望まれ る。例えば治療上 の理 由か ら,習 慣的

調味料 の制約 を余儀な くされた患者食へ の応 用に対す る

研 究は今後 の一課題 であろ う。

(7)好 き嫌いの甚 だ しい者 の嫌 の食品は,チ ーズ1300

モツ12%,う どん1100,そ ば,納 豆,ヨ ーグル トはそれ

ぞれ8°oで ある。

食晶嗜好 に於 て,好 き,嫌,の 甚だ しい者 も全 体の約

2割 近 くいるが,他 の者 は大体バ ランスの とれた囓好状

態である。

(8)実 際 の食生活は家族の噛好,気 候,風 土,個 人的

の生活条件な どの所謂,環 境及 び経済的事情 な どによ り

制約 され勝 ちである。

この推測 は勿論,あ らけづ りではあるが,例 えば幼少

の時からの,偏 食 がなお らず,続 いているとか,家 庭 の

食生活 の習慣,あ るいは特別 なる身体的理 由か らの影響

等 もあ り,従 てバ ランスのとれた唇好 も実現 困難の場合

も多い と思 うが,然 し問題 は尚検討を要す るものと思 う。

〔9)以 上 の研究に より次の様 な食品嗜好の類型がある

のではないかと思われる。

A

0

食品噛好の類型

肉魚嗜好者2900

1肉 嗜 好 者33°0

1
魚 轡 女子19°o

そ の 他19°0

肉魚嗜好型 とは肉魚を標準 とし,こ の他牛乳,卵,豆

製品を好 む者 を含む。その他 とは肉魚 を好まず,牛 乳,

卵,豆 製品 を好む もので ある。

米飯 謄好型一42%

0 パ ン嗜好型2400

麺類嗜好型15°o

米飯 噛好型 とは米飯 嗜好 を標準に し,こ れ に,う どん

そば,パ ン等 を好む ものを含む,パ ン嗜好型 とはパ ンを

標準に し,こ れに うどん,そ ばを好む ものを含 む。麪類

嗜好型 とは うどん,そ ばの噛好者 である。

B味 覚と食品との関係

①醺 嗜好型

8%(塩 咏 〉

各5%(甘[凉ご塩酉菱味〉

3%(塩 酸 甘味)

名2%(酸 セ味・塩甘味)

一24一
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② 肉嗜好型

③ 魚嗜好型

④ そ の 他

O/
O(甘 味)

8%(塩[珠)

7%(塩 甘 味)

蝋 聽講

5ラζ(甘味 酸 甘嚇)

4%(塩 味)
丶

2%(塩 甘[]墜)

1%(塩 酸 味)

5旗 酸 甘[蕨)

4/(塩 味)

3%(塩 甘 嗾)

2%(塩 酸甘口ま)

1%(甘 味)

その他 とは肉,魚 ぬ きの牛乳,卵,豆 製品嗜好型であ

る。

C主 食 と味覚 の類型で 目立つている ものは米飯嗜好

型 の塩味嗜好者 は11%あ るのに対 し,パ ン,う どん,そ

ばは各1°oで ある。

D主 食 と副食 との嗜好関係

①米飯嗜好型

各9疹(肉魚・肉)

8/(全 部)

7%(そ の弛)

6%(魚 〉

② うどん嗜好型

③ ノ/°)ノ嗜女孑型

④ そば嗜好型

5/(魚)

4%(肉}

2%(そ の 他}

1/(肉 ・魚)

10%(肉)

各5%(全 部 ・魚 〉

各2%ぐ 肉魚そ の他)

2%(肉 魚)

1%(全 部 〉

!%('魚)

全部 とは肉,魚,乳,卵,豆 製 品全部 の意であ りその

他 は前述 の通 りである。

(10)こ れ等 の食生活嗜好類型 と味の好み との相 関を検

討 して見た ところ,上 述 の結果 を得 た。これに より,味

の側 を中心 として考えた時は肉系統類型 の揚合には甘味

最 も多 く,肉 魚系統に於 ては塩味が最 も多い ことが うか

がわれ る,そ の他 塩甘味が肉と 結びつ く可能性が ある

が,何 れ にして もこれ等の数値 は大き くないので,尚 被

検者 を多 くして検討 して見 る必要がある。

⑳ 上述 した ところによ り研究結果を概説 したが,何

分に も被調査者が100名 のみであるか ら,更 に増加 し,

結果の信頼度 を丁層高める必要がある。又 これ等 の食隼

活嗜好類型が,栄 養学的に どうい う意味 をもρているか

検討 を要 し,又 その食物噛好類型が性格及び月経類型 と

どうい う関連 があるか,そ れ等 は将来 を期 して検 討 した

い所存であ る。

終 りに臨み,本 研究について御懇篤 なる御指導御助言

を賜わ りました日本女子大学教授 児玉省 先生 に厚 く感 謝

の意 を表 します 。

戛

田村モトヱ 本学専任教授 食養療法学専攻

一25一


